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Ⅰ．目的
口唇閉鎖は摂食や嚥下の際に必要となる生理的

な運動である．加齢にともなう口腔周囲筋の衰退に
よる口唇閉鎖圧の変化は未だ明らかになっておら
ず，特に可撤性補綴装置を装着している場合，義歯
の安定や維持に深く関与していると考えられる．

そこで本研究は患者の情報に基づき，口唇閉鎖圧
との関連性について調査した．

Ⅱ．方法
2010 年 6 月～2011 年 11 月に鶴見大学補綴科に来

院した補綴治療を必要とする患者 200 名（男性 82
名，女性 118 名，平均年齢 63.7±15.6 歳）を対象に
行った．直径 24.0mm，厚さ 4.0mm の円形ボタンを
口腔前庭に挿入し，保持させたのち，フロスを使用
して床面と平行に引張り計測した．デジタルフォー

スゲージ（ZP-50N，IMADA 社製）を用いてボタン
が口腔外へ出た時の最大圧力を口唇閉鎖圧とした．
得られたデータを年齢，性別，欠損歯数，BMI 別に
分類し Mann-Whitney，Kruskal Wallis 検定および
t 検定にて統計解析を行った．本研究は鶴見大学歯
学部倫理審査委員会（#825）の承認を得て行った．

Ⅲ．結果と考察
性別による分類では男性が女性と比較して有意

に高い口唇閉鎖圧を示した．欠損歯数による分類で
は欠損歯数の増加に伴い，口唇閉鎖圧が減少する傾
向を示した．全部床義歯装着者においては義歯装着
時に比較して，非装着時では有意に高い値を示した .
また BMI 値が増加するにつれて口唇閉鎖圧は増加
傾向にあったが，年齢との間にはほとんど相関関係
は認められなかった． 
 
  

 

 有歯顎者および無歯顎者における口唇閉鎖圧の統計調査 

 ○岡山章太郎，千葉ひかり，新保秀仁，漆原  優，廣田正嗣，西山雄一郎，鎌田奈都子， 
鈴木清貴，大久保力廣 

 鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座 

 
 A statistical survey of lip closure pressure in dentulous and edentulous subjects

 ○Okayama S, Chiba H, Shimpo H, UrushibaraY, Hirota M, NishiyamaY, Kamada N, Suzuki K, Ohkubo C 
 Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine

Ⅰ．目的 
フィラー含有シリコーンラバー印象材を用いて，透過

法１）による写真画像の閾値と印象材の厚さを換算する

式（以下，キャリブレーションカーブ）を算出し検証す

ることで，咬合接触の定量化を図ることを目的とした． 
Ⅱ．方法 

厚さ 0～200 µm の試料をフィラー含有咬合採得材で

製作し，透過光撮影後，計測した輝度値からキャリブレ

ーションカーブを算出した．さらにキャリブレーション

カーブに対し 2 つの検証実験を行った．1 つ目は，透過

法により算出した試料厚さと，計算式による理論値との

比較， 2 つ目は，透過法により算出した咬合接触面積と

仮想空間で再現した咬合接触面積との比較である．また

キャリブレーションカーブを代入し咬合接触を解析す

るソフトウェアを開発し，咬合接触の評価を行った． 
Ⅲ．結果と考察 
試料とその写真画像から抽出した輝度値によりキャ

リブレーションカーブを算出した．近似式は y=0.0076 
x2-4.0989 x+548.49 でその R2(決定係数)値は 0.9969 と

なった（y：厚み，x：画像の閾値）．さらに検証から誤

差平均は 3.68±2.44μm，面積にして 0.06±0.05 mm2で

あった．とくに厚さ 20～50μm 付近で最も精度が良かっ

た．さらに，開発したソフトウェアを用いることで，臨

床応用可能な精度で咬合接触を定量化，フィラー含有シ

リコーンラバー印象材による透過法が確立できた． 
Ⅳ．文献 
1)DeLong R, Knorr S, Anderson GC, Hodges J,Pintado 
MR. Accuracy of contacts calculated from 3D images 
of occlusal surfaces. J Dent 35(6):528-534,2007. 

 
 

 透過法による咬合接触評価の検討 

 
〇笠間慎太郎1)，井川知子1)，木原琢也2)，平林里大1)，重田優子1)，安藤栄里子1)  

平井真也 1)，鈴木薫之 3)，小川 匠 1) 

 1) 鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座，2) 広島大学大学院医歯薬学総合研究

科口腔健康科学講座， 3) 株式会社アイネット 3D 事業部 

 

 Evaluation of the Occlusal Analysis using Transillumination Method 

 ○Kasama S1),Ikawa T1),Kihara T1,2), Hirabayashi R1) ,Shigeta Y1),Ando E1), Hirai S1),
Suzuki S3),Ogawa T1)

 

1)Department of Fixed Prosthodontics Tsurumi University School of Dental Medicine
2)Department of Oral Health Sciences, Graduate School of Biomedical Sciences, Hiroshima
University
3)I-Net Corporation,3D Division
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Ⅰ．目的
 線維性異形成症 1)に対し，保存療法を行った場合
の骨形態的変化の原因は未だ解明されていない．そ
こで，われわれは咀嚼や噛みしめ等によって骨にか
かる応力が線維性異形成症の骨膨隆に影響を与え
ていると推察し，長期的な経過観察を行っている症
例の下顎骨形態変化と，有限要素法による応力解析
の結果とを比較し，検討を行った．
Ⅱ．方法

症例は初診から 10 年が経過しており，約 3 年ご
とに撮像した CT 画像から下顎骨三次元モデルを作
成した．形態変化の解析は，初診時の三次元モデル
を基準として位置合わせを行い，比較した．有限要
素解析は，下顎骨の三次元モデルに加え，関節円板
を三次元化して行った．設定は総要素数 373212，総
節点数 527317 とし，材料定数は文献値とした．

拘束条件は関節円板の上面，臼歯部咬合面，義歯
接触部を完全固定とし，荷重条件を咬筋，側頭筋，
内側翼突筋の筋線維走行として有限要素解析を行
った．   
Ⅲ．結果と考察 
 線維性異形成症の骨膨隆により下顎骨の形態的
変化は特に咬筋付着部付近の増大が生じていた．有
限要素解析の結果，咬筋付着部付近に応力の集中が
認められた．これらの結果を比較すると形態変化し
た部位と応力が集中した部位がおおよそ一致した．
以上の結果から，線維性異形成症の骨膨隆は咀嚼や
噛みしめにより応力が集中したことにより生じた
可能性が示唆された． 
Ⅳ．文献 
1) El Deeb M et al.Fibrous dysplasia of the jaws. Oral Surg 
Oral Med Oral Pathol 47:312-8,1979.

 
 

 線維性異形成症症例の下顎骨形態変化における三次元有限要素解析 

 ○木原琢也1），井川知子2），重田優子2），安藤栄里子2），平林里大2），平井真也2），笠間慎太郎2)， 

前田祥博3)，市川正幸3)，三島 章4），二川浩樹1)，小川 匠2）． 

 1) 広島大学大学院医歯薬学総合研究科口腔健康科学講座，2) 鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座，

3) 歯科技工研修科，4) 附属病院画像診断部 

 

 Three dimensional finite element analysis for mandible morphology change with fibrous dysplasia 

 
○Kihara T1), Ikawa T2), Shigeta Y2), Ando E2), Hirabayashi R2), Hirai S2),Kasama S2), Maeda Y3),  

Ichikawa M3), Mishima A4), Nikawa H1), Ogawa T2). 

 
1)  Division of Oral Health Sciences, Graduate School of Biomedical Sciences, Hiroshima University 
2)  Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
3)  Dental Technician Training Institute, School of Dental Medicine, Tsurumi University 
4)  Department of Diagnostic Imaging, Tsurumi University Dental Hospital 

Ⅰ． 目的 
 本研究の目的は，義歯フレームワークに用いられ
る各種金属に対するデンチャープラークの付着性
について比較検討することである． 
Ⅱ． 方法 
 板状のワックスパターン（20.0×12.0×1.4mm）
を埋没し，4 種類の金属[純チタン（T-アロイ H，GC），
チタン合金（T-アロイ タフ，GC），コバルトクロム
合金（ウイジル M，エレファントデンタル），金銀パ
ラジウム合金（キンパラベスト 12，石福金属興業）]
を用いて鋳造試料を製作した．各試料は各金属を鏡
面研磨した群（研磨群）と，コントロール群として
純チタンとチタン合金はサンドブラスト処理後化
学研磨まで，コバルトクロム合金はサンドブラスト
処理のみを，金銀パラジウム合金はサンドブラスト
処理後酸処理を施したものを製作し，表面粗さを計

測した．また，各試料を 11 人から採取したプール
唾液に一晩浸漬後，翌日から BHI 培地に浸漬し，毎
日培地交換しながら，37℃，好気条件下で６日間培
養を行った．各試料の湿重量を微量天秤で測定し，
重量増加分をプラーク付着量として算出した． 
Ⅲ． 結果と考察 
 表面粗さは鏡面研磨した金属間ではほとんど差
は認められなかったが，研磨群とコントロール群間
では有意差が確認された．プラーク付着量はどちら
の群でも純チタンが最も多く，研磨群は５日目か
ら，コントロール群では 4 日目から他の金属との間
に有意差が認められた． 
Ⅳ． 文献  
川井善之，高山慈子，阿部 實他．チタンの研磨術
式の検討．鶴見歯学 1997; 23: 407-418. 
 

 
 

 義歯フレームワーク金属に対するデンチャープラークの付着性 

 ○漆原 優 1)，徳江 藍 1)，岡山章太郎 1)，小樋香織 1)，大久保力廣 1)，大島朋子 2)， 
前田伸子 2)，早川 徹 3) 

 1) 鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座，2) 口腔微生物学講座，3) 歯科理工学講座 

 

 Adhesion of denture plaque to denture framework castings

 ○Urushibara Y1), Tokue A1), Okayama S1), Kohi K1), Ohkubo C1), Ohshima T2), Maeda N2), Hayakawa T3)

 
1) Department of Removable Prosthodontics, 2) Department of Oral Microbiology,

3) Department of Dental Engineering, Tsurumi University School of Dental Medicine



E70

西関東支部

5．

6．

I 目的:現在,咬合異常感（症）に関する調査報告は少

なく,その原因についてはまだ解明されていない.今回

の研究では,近赤外線分光法 NIRS を用いて,健常者の咬

合異常感時における脳活性を解明することである. 

II 方法:正常咬合者 10 名(男性:７名,女性３名,平均

28.0 歳)を被検者とした.被検者に厚さ 12μmのメタル

ストリップス（オクルーザルレジストレーションストリ

ップス）を修復物のない大臼歯部でグラインディングを

させ,ストリップスを 1枚ずつ重ねていき,被検者が明

確な違和感として確認できるところでその厚さを記録

した.次に,その厚みのストリップスを嵌合させた状態

で 30 秒間ごとにグラインディングと安静咬合位での休

憩を 5回繰り返し,機能的近赤外分光法(fNIRS)を用い

て前頭部の脳血流変化（Oxy-Hb 濃度）を測定した.測定

終了後,違和感の自覚度を VAS 値で評価し記入した.コン

トロールとして,臼歯部にストリップスを嵌合させない状

態で同様の測定を行った. 

III 結果と考察:各被検者においてコントロール時に対す

るストリップス嵌合時のVAS値とOxy-Hb濃度の変化量を

比較したところ,右前頭前野部の Oxy-Hb 濃度が VAS 値の

増大に伴って増加する傾向が認められた.このことは,被

検者の主観的咬合違和感の増大を前頭前野部の Oxy-Hb 濃

度変化を用いて定量的に評価できる可能性を示唆してい

る. 

IV 文献:  Occlusion and brain function: mastication as a 
prevention of cognitive dysfunction, Y Ono, T Yamamoto, K 
Kubo, M Onozuka, Journal of Oral Rehabilitation, 37, 
624-640, 2010. 

           

 
臼歯咬合面の部分的咬合干渉が意識下グラインディング時の 

脳血流に及ぼす影響について：fNIRS による検討 

 ○小林 剛 1)，葉山莉香 2)，島田 淳 2)，澁谷智明 2)，和気裕之 2)，玉置勝司 1,2)  

 1) 神奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座有床義歯補綴学分野，2) 咬み合わせリエゾ

ン診療科 

 

 
Change in cerebral blood flow due to partially occlusal interference during posterior tooth grinding in

consciousness : an fNIRS study 

 ○Kobayashi G1), Hayama R2), Shimada A2), Shibuya T2), Wake H2), Tamaki K1,2)

 
1) Div. of Removable Prosthetics, Dept. of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental 

College, 2) Dept. of Occlusion and Liaison in Kanagawa Dental Hospital

Ⅰ．目的 
現在インプラント治療において，早期の骨結合を獲得

するための新たな表面構造や表面特性が求められてい
る．我々は，平成 21 年度学術大会において，チタン表
面に構造体のハイブリッド・コーティングが形成可能で
ある事を報告した．しかしながら，形成されたハイブリ
ッド構造体面の特性や，骨芽細胞・インプラント骨結合
力への影響については検討されていない．そこで，今回
我々は，ハイドロキシアパタイト（以下，HA）と二酸
化チタン（以下，TiO2）を用いてチタン表面に形成され
たハイブリッド構造体面における生物学的影響とイン
プラント骨結合力について検討を行ったので報告する． 
Ⅱ．方法 

実験には，純チタン板と純チタンインプラントを用
い，フッ酸と熱硫酸により酸処理後，改良スパッタリン
グシステムを使用し，HA と TiO2を総膜厚が約 100nm

となるよう複合体を生成した．表面分析として，走査型
電子顕微鏡（SEM）と，親水性試験による分析を行った．
生物学的能力試験として，細胞接着能試験，インプラン
ト骨結合力の評価を行った． 
Ⅲ．結果と考察 
表面形状分析から，HA と TiO2の同時形成によってハ

イブリッド構造体を形成していることが確認された．ま
た，親水性試験において， Control，HA 単体，TiO2単
体は疎水傾向を示していたのに対して，ハイブリッド構
造体面は超親水性を示した．細胞像からハイブリッド構
造体面では，他の条件と比較し細胞数のみならず，細胞
の広がりもより伸展していた．インプラント骨結合力測
定から，ハイブリッド構造体面は最も高い数値を示し
た.以上の事から，チタン表面に形成されたハイブリッ
ド構造体面は，表面特性や細胞接着，そして，インプラ
ント周囲の骨形成に影響を及ぼす可能性が示唆された． 
 

 
 

 
チタン表面に構築されたハイドロキシアパタイト/二酸化チタン‐ 

ハイブリッド・コーティングにおける表面性状と生物学的影響 

 ○桒原淳之 1)，星 憲幸 1)，服部慎太郎 2)，石井康鉉 1)，番家雅子 1)，澤田智慈 1)， 

木本克彦 1) 

 1) 神奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座クラウンブリッジ補綴学分野， 

2) 有床義歯補綴学分野 

 

 Surface property and biological influence in hydroxyapatite / titanium dioxide - hybrid coating

constructed on the titanium surface

 ○Kuwabara A1), Hoshi N1), Hattori S2), Ishii K1), Banka M1), Sawada T1), Kimoto K1) 

 1) Division of Fixed Prosthodontics, 2) Division of Removal Prosthetics, 
Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental College
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Ⅰ.目的: フルマウスリコンストラクションのような大型のインプ

ラント補綴では，歯肉色材料を用いて歯冠以外の下部構造

体を付与する傾向が高くなる．これまで，インプラントボーン

アンカードブリッジ製作にあたっては，機能と審美の両面か

ら，スクリュー固定，セメント固定のどちらに優位性があるの

か，また，それに伴う，材料選択は，陶材かハイブリッドレジ

ンかなど様々な点を熟慮してきた．今回，上下顎インプラント

ボーンアンカードブリッジで補綴修復を行った一症例の技工

を通じて歯肉色材料の選択について考察を加えたので報告

する． 

Ⅱ．症例:59 歳男性．重度の歯周疾患で残存歯すべてを抜

去．インプラントボーンアンカードブリッジによる治療が行わ

れた． 

Ⅲ．結果および考察：全身的既往歴に糖尿病があり，そのコ

ントロールのため，上下顎の治療期間にズレが生じたので，

その間，最終メタルフレームを利用した暫間補綴装置を作製

した．外科的負担の大きい骨造成をなるべく回避し，既存骨

を利用したインプラント配置を行ったので，歯冠の下部構造

に歯肉色材料を利用し，治療のリトリバビリティを考慮して，

スクリュー固定の上部構造体とした．一般に陶材では歯肉色

の再現が困難と言われるが，ハイブリッドレジンではステイン

上にトランスを重ねる手法で自然な歯肉色を再現することが

できた．色彩的にはレジン系材料の優位性が考えられた．こ

れらを客観的に評価するために分光測色計(CM700d,コニ

カミノルタ)で CIE-Lab を計測し色差を算出した．そこからレ

ジン系材料における，歯肉色再現性の有意性が示唆され

た． 

 
  

 

 
インプラントボーンアンカードブリッジ技工の一症例 

‐歯肉色についての考察‐ 

 ○青木英太郎１)，渥美美穂子２，３)，尾崎隆海２)，鎌田政宣２)，錦織聡明２)，大内志朗３)， 

井野 智３)，木本克彦３)
 

 1) 神奈川歯科大学附属病院技工科，2) 附属病院インプラント科，3) 顎口腔機能修復科学講座 

 

 
A Case of Laboratory Technique for Implant Bone Anchored Bridge. 
- Technical Considerations for Color of Gum Materials- 

 ○Aoki E1), Atsumi M2,3), Ozaki T2), Kamata M2), Nishigori T 2), Ouchi S3), Ino S3), Kimoto K3)

 1) Department of Dental Laboratory, 2) Div. of Dental Implant, Kanagawa Dental College Hospital,
3) Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental College 

咬合の違和感を主訴に来院または紹介された 61 症
例について臨床統計的に検討したので報告する．性
別では，男性 17 名，女性 44 名で最小齢は 21 歳，
最高齢は 86 歳であった．年齢構成では，30 代，60
代が 13 例と最も多く，続いて 70 代，30 代の 8 例
であった．治療法としては，全ての症例において一
般精神療法を行ったが，最も多かったのが，一般性
診療のみの 26 例，続いて一般精神療法と抗うつ剤，
精神安定剤の併用が 17 例，一般精神療法と歯科治
療が 10 例，一般精神療法と抗うつ剤の 4 例であっ
た．転帰としては，治癒したものが 25 例（41%），
中断したものが 20 例(33%)，精神科などへの紹介・
転院が 13 例(21%)，治療中が 3 例であった．治癒し
た 25 例での治療法との関係では，一般精神療法と
抗うつ剤，精神安定剤の投与が最も多く，8 例，一
般精神療法のみが 7 例，一般精神療法と歯科治療が

6 例，その他 2 例であった．中断した 20 例では，
訴えるのみで治療に協力が得られなかったものが
10 例，うつ状態が 3 例，統合失調症の疑いが 2 例，
不安神経症の疑いが 2 例，ファントムパイトと考え
られたものが 2 例，執着性気質と考えられたものが，
1 例であった．さらに，患者の精神状態を無視した
歯科治療またはインフォ−ムドコンセントの不足が
7 例認められた．精神科などに治療を依頼した 13
例では 10 例が通院中の医院であり，2 例はラポ−ル
形成後精神科へ依頼，1 例については補綴物作成し
た歯科医院であった．61 例中，28 例で精神科など
に通院中であったが，診断としては統合失調症が 7
例で最も多く，続いてうつ病に関連したものが 6例，
その他 7 例であった．来院した 61 例中 25 例(41%)
に対応出来たが，本疾患の場合，精神医学的関与を
常に考慮する必要があると考えられた．  

 

 咬合異常感を示した 61 例の臨床統計的検討 

 ○尾口仁志，森戸光彦 
 鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座 

 
 Clinical Biometric study of 61 patients who indicated a occlusal discomfort

 ○Oguchi H, Morito M

 Department of Geriatric Dentistry Tsurumi University School of Dental Medicine
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I．目的 
 有床義歯補綴診療は,欠損という後遺障害に対する義
歯という装具を用いたリハビリテーションである．なら
ば,そこに新しい評価方法の開発が求められるのは時代
の要請である．1970 年代に歯科で開発された嚥下内視
鏡検査の手法は,嚥下機能評価はもちろん,鼻咽腔閉鎖機
能,食塊形成能の評価などにも有効であり応用が広がっ
ている． 
 有床義歯補綴診療における機能評価方法の開発が急
務である理由は,診療の質の向上はもとより,診療報酬の
見直しにしても検査および評価方法が必要であるから
である．そこで内視鏡を有床義歯補綴診療に応用する手
法開発を進めたので事例を含めて報告する． 
II．方法 
 評価に使用した内視鏡は PENTAX 社製 FNL-10RBS  
φ3.4mm 軟性喉頭ファイバーである．食塊形成能を評

価するために食品物性調整材（まとめアップ
®
,日清オイ

リオ製）および咀嚼調整食品（あいーと
®,EV 大塚製薬

製）を用いて評価した． 
 食品の物性調整の違い,および摂食方法の違いによる
食塊形成能を嚥下内視鏡検査の手法を導入して評価し
た． 
III．結果と考察 
 付着性および凝集性を調整することで食塊形成の状
態は変化することが嚥下内視鏡検査の手法を用いて観
察できることが判った．また,摂食方法の違いによる食塊
形成の違いも同様に判別可能であった． 
 嚥下内視鏡検査は摂食嚥下機能の準備期の改善
方法の１つである義歯の装着と調整および訓練に
おいて ,評価に基づく診療をサポートする有効な手
法であると考えられた．内視鏡操作に習熟すること
は補綴臨床医にとって推奨されると考えられた．  

  
 

 
補綴臨床における嚥下内視鏡検査導入の可能性 

〜 食塊形成能評価の事例より 〜 
 ○菅 武雄, 山本 健, 奥野典子, 門松伸一, 山内 優, 水木雄亮, 池田美智子, 堀江薫雄,  

森戸光彦 
 鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座 

 
 

Possibility of introducing endoscopic examination of swallowing in clinical prosthetic treatment

- Case of evaluation of bolus formation -

 ○Suga T, Yamamoto K, Okuno N, Kadomatsu S, Yamauchi Y, Mizuki Y, Ikeda M, Horie S, Morito M 
 Depertment of Geriatric Dentistry, Tsurumi University School of Dental Medicine
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ポスター発表
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I． 目的 
 金属疲労を著しく向上させるショットピーニングは
工業界で広く利用されている．今回，鋳造クラスプに微
粒子ショットピーニングを行い維持力の計測を行った
結果，若干の知見が得られたので報告する． 
II． 方法 
 曲率半径 7.5 mm の 18-8 ステンレス鋼製金型を使
用 し ， 歯科用金属４種類 (Co-Cr, CP Ti, Au-Pt, 
Ag-Pd-Au) を用いて鋳造クラスプ製作後，微粒子ショッ
トピーニング処理を行い実験に供した．計測には万能試
験機(EZ-S，島津製作所)にて引張試験を行った． 
 1)初期維持力は４種類の金属における処理前後の初
回から 10 回までの維持力を計測し，統計処理を行った
(t検定，α=0.05). 
 2)維持力の経時的変化は処理群と未処理群に対し
て，繰り返し疲労試験装置(JM100-T，日本メック)を用

い，口腔内を想定した水槽内にてクラスプの着脱を行
い，着脱 10,000 回までの維持力を測定した．着脱 0 回
および 10,000 回の結果を二元配置分散分析後，Tukey
の多重比較検定(α=0.05)を行った． 
III． 結果と考察 
 初期維持力は処理前後で有意差は見られなかっ
た．経時的変化においてピーニング処理による差
は０回では認められず，10,000 回で認められた．
Co-Cr は処理により維持力の減衰が緩徐になった． 
 以上より，鋳造クラスプに微粒子ショットピー
ニングを行うことにより疲労強度の大幅な向上が
図れ，維持力に影響を与えないことが示唆された． 
IV． 文献 
1) Shimpo, H. Effect of arm design and chemical polishing 
on retentive force of cast titanium alloy clasps. J Prosthodont
2008; 17: 300-307. 

 
 

 微粒子ショットピーニング処理を用いたクラスプの維持力 

 ○徳江 藍，栗原大介，村石絵麻，花谷重守，大久保力廣 
 鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座 

 

 Retentive force of metal clasps treated by fine-particle peening

 ○Tokue A, Kurihara D, Muraishi E, Hanatani S, Ohkubo C

 Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine

I．目的 近年，咀嚼の客観的評価に関して簡便な
方法が各種開発され，チェアサイドでの応用が可能
となってきている．今回，外来通院のできる高齢者
を対象に，咀嚼効率と混合能力から咀嚼能力を評価
し，その相互の関連を主に検討を行った．  
II．方法 本学附属病院高齢者歯科診療室を受診し
た高齢患者 100 名を高齢者群とした．咀嚼機能評価
は，２色のワックスキューブを試料とする混合能力
の評価と，グルコース含有グミの粉砕能力から判定
する咀嚼効率の評価を行った．また，咀嚼時の食塊
形成に重要な役割を担う舌の機能について，最大舌
圧を指標とし記録した．さらに，平井らの咀嚼スコ
アを用いた食品摂取難易度についての評価を加え
た．これらを可撤性義歯の使用の有無や適合の良否
によって分類し，可撤性義歯を使用していない非高
齢者からなるコントロール群（C 群）と比較した． 

III．結果と考察 高齢者各群は C 群と比較し，混
合能力（MAI）ならびに咀嚼効率に関しては差が見
られなかったものの，舌圧と混和率（MIX）は有意
に低下していた．高齢者群および C 群の両群ともに
舌圧と混和率の間には有意な相関が認められた．こ
のことから，咀嚼中の食品混和に舌機能が関与して
いることが示された．さらに線形回帰分析では，コ
ントロール群と比較して高齢者群は傾きが小さく
なったことから，高齢者の機能低下には舌圧以外の
要因も関与していることが推察された．摂食難易度
からの評価では高齢者で上顎義歯の不適合や下顎
が義歯となることにより難易度の高い食品のスコ
アが有意に低下することが示唆された．  
IV．文献 日本補綴歯科学会ガイドライン作成委員
会．咀嚼機能評価法のガイドライン 主として咀嚼
能力検査法．補綴誌，46:4,619-625 

 
 

 
 

 高齢者における咀嚼効率と混合能力の検討 

 ○奥野典子，山本 健，門松伸一，菅 武雄，土田富士夫，森戸光彦 
 鶴見大学歯学部 高齢者歯科学講座 

 

 Evaluation of Masticatory efficiency and Mixing Ability on Elderly

 ○Okuno N , Yamamoto K , Kadomatu S , Suga T , Tsuchida F , Morito M

 
Department of Geriatric Dentistry,

Tsurumi University School of Dental Medicine
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I．目的，咀嚼が脳の認知活動に与える影響を調べるた
めに,連続的な短期記憶課題の遂行前後でガムチューイ
ングを行った際の脳活動を光トポグラフィを用いて調
べた． 
II．方法，25－33 歳の成人 10 人に 27 問の 3-back 課題
を，300 秒のインターバルをあけて 2 回行った，被験者
はインターバルの間に味も匂いもないガムベースを
1Hz の頻度で 60 回咀嚼した，頭表上での光トポグラフ
ィのチャンネル位置を 3D ディジタイザにより計測し，
脳表上での計測部位を特定した，被験者に共通する脳活
動を一般化線形モデル（generalized linear model）を用い
て NIRS-SPM にて同定した，被験者には測定後に Visual 
Analog Scale によるアンケートを行い，主観的な集中力
の度合いを報告させた， 

III．結果と考察，NIRS-SPM によるグループ解析では，
共通して活動を見ることができる部位に広がりが見ら
れた，チューイング後には，チューイング前の課題遂行
時において賦活した脳部位に加えて，左前頭前野，右縁
上回，右上側頭回周辺にも活動がみられた．これらの結
果から，ガムチューイングは持続的な認知課題の遂行に
おいて低下してくる集中力を回復させ，認知課題の遂行
に必要な前頭前野や，音声言語処理を担うウェルニッケ
野の活動を促進させる効果があり，認知機能の持続的な
維持に有効である可能性が示唆された． 

  
 

 

 
咀嚼はワーキングメモリ課題遂行時の前頭前野と上側頭回の 

活動を促進する 
 ○川本翔一 1), 川畑政綱 1), 大野晃教 1), 澤田智史 1), 熊坂知就 1), 小宮山 嵩 2), 木本克彦 1) 

 1) 神奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座クラウンブリッジ補綴学分野 
2) 顎口腔機能修復科学講座有床義歯補綴学分野 

 

 Chewing accelatates working memory acquisition in the prefrontal cortex and superior temporal gyrus

 ○Kawamoto S1), Kawahata M1), Oono A1), Sawada T1), Kumasaka T1), Komiyama T2), Kimoto K1) 

 
1) Division of Fixed Prosthodontics, 2) Division of Removal Prosthetics,Department of 

Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental College

症例の概要： 

６０歳女性．  

⑦６⑤ ブリッジの違和感と食片圧入を主訴として来院

した．  

歯周基本検査，Ｘ線デンタル写真，パノラマＸ線写真に

より７ は保存不可能と診断し，７６ 欠損部にインプラ

ントにより補綴治療を試みた症例である．  

 

考察： 

インプラントにより補綴することで咬合状態の安定，イ

ンプラント周囲組織に異常所見は認められず，口腔清掃

性も優れている事がわかった．  

結論： 

インプラントはブリッジと比較すると，残存歯に対する

咬合負担の軽減，清掃性，審美性に優れ極めて有益な治

療法である． 

 

 インプラントにより臼歯部咬合回復を行った症例 

 小柳光蔵，三宅忠隆，一瀬昭太，磯野智子，〇梅津健太郎，土屋穂積，佐藤英人 
 医療法人 審美会 鶴見歯科医院 

 

 A Case of Implant-supported Occlusal Reconstruction in Molar Region 

 Koyanagi K , Miyake T , Ichinose S , Isono T , ○Umedu K , Tsuchiya H , Sato H 

 Shinbikai Medical Corporation Turumi Dental Clinic
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I．目的：近年無歯顎患者にオトガイ孔を避けてインプ
ラントを傾斜埋入し，さらにカンチレバーを付与するな
ど，力学的に過酷と思われる埋入方法が行われている．
しかし，これまでに詳細な FEA モデルを用いたカンチ
レバーの影響に関する応力解析は少ない．本研究は，ヒ
ト下顎骨の DICOM データを有限要素モデルに導入し，
カンチレバーが傾斜埋入インプラント周囲骨に及ぼす
影響を明らかにすることを目的とした． 
II．方法：ヒト下顎骨骨体標本を医科用 CT により 0.6 
mm 幅で撮影した．インプラント体は Branemark MkⅢを
マイクロ CT でΦ4.0 mm，長さ 7.0 から 15.0 mm を撮
影し，モデル化した．設計から解析には，Mechanical 
Finder Version 6.0 を用いた．傾斜埋入モデルでは，左右
遠心部インプラントを 30 度に傾斜させて構築した．境
界条件は，下顎頭および右側カンチレバー最遠心部を選
択的に拘束し, 右側カンチレバー最遠心および右側遠心

インプラント上部に 250 N を咬筋，側頭筋，内側翼突
筋を想定して荷重し，間接的に負荷し比較検討を行った
1)．比較モデルとして，オトガイ孔間に 4 本および 5 本
垂直埋入インプラントを配置したモデルの解析も行っ
た． 
III．結果と考察：全ての解析条件およびモデルにお
いて，傾斜埋入インプラントを有するモデルが最も
高い応力を示した．また，傾斜埋入におけるカンチ
レバーはインプラント体頚部周囲骨に垂直埋入イ
ンプラント周囲骨よりも高い値を示した．皮質骨の
厚い下顎骨において，傾斜埋入インプラントは応力
を大きく増加し，カンチレバーはインプラント周囲
骨に高い応力を発生する可能性が示された．  
IV．文献：1) Korioth TW, Hannam AG. Deformation of the 
Human Mandible During Simulated Tooth Clenching, J Dent 
Res 1994; 73 , 56-66 
 

 

 
3D FEM によるカンチレバーが傾斜埋入インプラント周囲骨に 

及ぼす影響 

 ○国安宏哉，仲井太心，坂本太郎，広瀬由紀人，越智守生 

 北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野 

 

 Effect of Cantilever Length on the tilted Peri-Implant Bone by 3D-FEM

 ○Kuniyasu H, Nakai T, Sakamoto T, Hirose Y, Ochi M 

 Department of Fixed Prosthodontics and Oral Implantology, Health Sciences University of Hokkaido 

I 目的：インプラント上部構造の装着において，審美領域補

綴ではセメント固定が必須の場合も少なくない．今回，我々

が報告してきた改変型カスタムアバットメントに対する各種仮

着用セメントの接着性について被膜厚さと表面粗さの点から

検討を加えたので報告する． 

II 方法：試料用インプラントは Straumann Implant (φ4.1mm 

RN SLA10mm，Lot.W9011)とし，アバットメントはレーザー溶

接でアクセスホールを封鎖した群（close-group）と切断のみ

を行った群（cut-group）に分けた．上部構造体は 12%パラジ

ウム合金で製作し，ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰｾﾒﾝﾄﾊｰﾄﾞ（松風），ﾃﾝﾌﾟﾎﾞﾝﾄﾞ

（Kerr），ﾌｼﾞ TEMP（GC），および IP ﾃﾝﾌﾟｾﾒﾝﾄ（松風）で装

着しオートグラフ（AGS-500，島津製作所）・クロスヘッドス

ピード 1mm/min で引張り試験を行った．さらに，被膜厚さを

JIS 規格 T6602 に従い測定し，さらにレーザー顕微鏡

（OLS1100 ｵﾘﾝﾊﾟｽ）で表面性状の観察を行なった．  

III 結果：引張接着強さは，ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰｾﾒﾝﾄﾊｰﾄﾞ＞IP ﾃﾝﾌﾟ＞ﾌ

ｼﾞ TEMP＞ﾃﾝﾌﾟﾎﾞﾝﾄﾞとなり，被膜厚さは，ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰｾﾒﾝﾄﾊｰ

ﾄﾞ＞ﾃﾝﾌﾟﾎﾞﾝﾄﾞ＞ﾌｼﾞ TEMP＞IP ﾃﾝﾌﾟの順で厚かった． 

IV 考察：各種仮着用セメントは元来，メーカーが指示するよ

うな接着強さはあるが，最終的な接着強さにはアクセスホー

ルの閉鎖や介在するセメント層の厚みや，上部構造内表面

の粗さ，または，セメントの稠度など様々な要因が関与して

いた．これらの結果から，各種条件を規定していけば仮着材

の保持力をコントロールできる可能性が示唆された． 

 

 
 

 

レーザー溶接カスタムアバットメントにおける 

インプラント上部構造体の接着強度 

－各種仮着用セメントによる接着強さと被膜厚さの関係について－ 

 〇渥美美穂子1,3)，二瓶智太郎1,2)，錦織聡明1)，鎌田政宣1)，尾崎隆海1)，堤 一輝３)

浜野奈穂３)，木本克彦３) 

， 

 1) 神奈川歯科大学附属病院インプラント科，2) 口腔治療学講座， 
3) 顎口腔機能修復科学講座 

 

 Effect of Adhesion to Implant Superstructure by Closing the Access Hole on the Metal-abutment
–Effect of Adhesion and Film Thickness of Four Temporary Cements–

 〇Atsumi M1,3)， Nihei T1,2)，Nishigori T1)， Kamata M1)，Ozaki T1)， Tsutsumi I3)，Hamano N3)，
Kimoto K3)

 1) Div. of Dental Implant，Kanagawa Dental College Hospital,
2) Dept. of Oral Medicine， 3) Dept. of Oral and Maxillofacial Rehabilitation，Kanagawa Dental College
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I．目的  近年，歯科医療分野における技術や材料の

発展は目覚しいものがある．しかし有床義歯による補綴

装置を選択せざるを得ない患者は未だ多く存在する．有

歯顎者と比較し，有床義歯を装着することにより自浄性

や清掃性が劣る上，義歯床自体が細菌の温床になるこ

と，また真菌類の占める割合が高くなることは明らかに

されている．有床義歯を必要とする患者は高齢者が多く

占めるため，日和見感染から菌交代現象による重篤な全

身症状を呈する確立は高くなる．それら疾病を予防する

ため，抗菌性を有する義歯床用レジンを開発することを

目的とし，今回は義歯用抗菌性コーティング剤を合成

し，その効果を検討した． 

II．方法  抗菌化合物の中でも抗菌スペクトルが広く，

為害性が低いとされている第 4級アンモニウム塩に臭素

（Br），ヨウ素（I）を導入し，重合性基を有する鎖長の

異なった最終化合物を合成した．その化合物を用いて各

種細菌類に対する最小発育阻止濃度試験（MIC 試験）を

行った． 

III．結果と考察  MIC 試験より，Br ではグラム陽性

菌に高い抗菌能を，I では広い抗菌スペクトルを有する

結果となった．今後の展望としては Candida 菌に抗菌能

を有した I を用いて，義歯床用レジンに対する付着能や

細胞毒性試験を行うことで口腔内への応用を検討して

いく予定である． 

 

 

 抗菌性を有する義歯コーティング剤の開発 

 ○清水統太
1)
，二瓶智太郎

2)
，藤原 基

1)
，鈴木敏行

3)
，井野 智

1)
，寺中敏夫

2)
 

 1) 神奈川奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座有床義歯補綴学分野， 

2) 口腔治療学講座保存修復学分野，3) 総合歯科学講座 

 

 Development of denture coating agents having antibacterial potency

 ○Shimizu T，Nihei T，Fujiwara M，Suzuki T，Ino S，Teranaka T 

 
1) Division of Removal Prosthetics, Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, 

2) Division of Restorative Dentistry, Department of Oral Medicine, 

3) Department of Comprehensive Dentistry, Kanagawa Dental College 

Ⅰ． 目的 

  シランカップリング層の耐水性を向上させるために，

フロオロアルキルシランや重合性基を含有した芳香族

系の新規シランカップリング剤を合成し，その効果を報

告してきた 1-8)．今回は，このシラン層の耐水性と運動

性を熱重量分析（TGA）と電子スピン共鳴法（ESR）よ

り検討した． 

Ⅱ．方法 

実験に供したシランは 3-MPS と鎖長の異なるフルオ

ロアルキルシラン（1F，4F，8F，10F）4 種とした．各々

調製したシランはシリカフィラー（Aerosil 300）に 2 
wt%となるように処理し，100℃水中に 24 時間保管後，

熱天秤（TGA-50，島津）を用いて熱重量分析，あるい

は各処理フィラーを石英管に詰め，JES-FR100（日本電

子）を用い，ESR スペクトルの測定を行い，処理シリカ

上のラジカルの運動性を調べた． 

Ⅲ．結果と考察 

 接着耐水性が有意に高かった 4F を添加した混合シラ

ン 1-8)では，4F が 3-MPS と分子鎖長が近似しているこ

とから，処理層中の各分子は立体的な障害の少ない比較

的安定に配置していると考えられた． 

 

IV.文献 
1) 二瓶ら：歯材器 19，495-501，2000． 

2) Nihei et al.：J Dent Res 81，482-486，2002． 

3) 二瓶ら：日歯保存誌 45，797-807，2002． 

4) 二瓶ら：歯材器 24，1-8，2005． 

5) Nihei et al.：Dent Mater 24，760-764，2008． 

6) 二瓶ら：日歯保存誌 51，630-638，2008． 

7) 鈴木ら：歯材器 28，8-17，2009． 

8) 清水ら：日歯保存誌 54，177-186，20011． 

 
 

 
 

 疎水性基含有シランカップリング剤の接着耐水性の効果 

 ○二瓶智太郎 1，清水統太 2，岡田周策 1，鈴木敏行 3，寺中敏夫 1 
 1 神奈川歯科大学口腔治療学講座保存修復学分野，2 神奈川歯科大学顎口腔修復科学講座

有床義歯補綴学分野，3神奈川歯科大学総合歯科学講座 

 

 Coupling effect of novel silane coupling agent with hydrophobic group containing double bond 

 ○NIHEI T1
，SHIMIZU T2

，OKADA S1
，SUZUKI T3

，TERANAKA T1

 
1Div.of Restorative Dentistry, Dept.of Oral Medicine, 2Div.of Prosthetics, Dept. of Oral and 
Maxillofacial Rehabilitation, and 3Dept.of Comprehensive Dentistry, Kanagawa Dental College 
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Ⅰ．目的  
本研究では，開環重合型コンポジットレジンに

対して従来型コンポジットレジンでリペアした
場合の表面処理法を検討した．今回は，接着初期
強度および接着耐久性について調べた． 

Ⅱ．方法  
エイジングさせたコンポジットレジン（ Filtek 

Silorane，3Ｍ ESPE）のブロック状試験片を用意して，
各種表面処理後に追加充填し，各種表面処理法の違い
が接着強さに及ぼす影響を調べた．表面処理は，未処
理群，ボンディング材塗布群，シラン処理群，シラン
処理後ボンディング材を塗布した群の 4群とした．各種
表面処理後，コンポジットレジン（Ceram X duo，
Dentsply）を追加築盛し，重合した．接着操作の終了し
た試料は，100%湿潤下にて保管（37 ℃，24 時間）し

た群（24 時間群）と，さらにサーマルサイクル 2000
回終了後 50000 回の繰返し負荷を行った群（負荷群）
の 2群に分けた．保管および負荷終了後，接着界面が 1
×1 mm となるように短冊状の切片を作製し，クロス
ヘッドスピード 1 mm/min にて微小引張り接着強さ
（MPa）を測定した（n＞25）．得られたデータは一元
配置分散分析を行った後， Scheffé（危険率 5％）の多
重比較検定を行った． 
Ⅲ．結果と考察  

24 時間群および負荷群において，各表面処理群
間に有意差は見られなかった．本研究では，シラ
ン処理，ボンディング材の有効性は認められず，
周囲歯質へのコンタミネーションを考慮すると，
未処理もしくはボンディング材のみの塗布が望
ましいと推測される． 

 
 

 開環重合型コンポジットレジンのリペアに関する基礎的研究 

 ○浜野奈穂，山口紘章，井野 智 
 神奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座有床義歯補綴学分野 

 

 A Study on the Repair of Resin Composites using a Ring-opening Polymerization System 

 ○Hamano N, Yamaguchi H, Ino S

 Division of Removable Prosthetic, Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental College 
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専門医ケースプレゼンテーション
1．

2．

Ⅰ．  症例の概要 
 58 歳女性．上顎の固定性補綴装置の一部脱落によ
る咀嚼障害を主訴に来院した．装置は左側側切歯か
ら右側第一大臼歯に及び，ほかに上顎左側犬歯から
後方，および下顎右側第一小臼歯から後方に遊離端
欠損が認められた．両欠損に対する有床義歯は不使
用であった．残存歯は慢性歯周炎に罹患しており， 
上顎の固定性装置を除去すると複数歯に動揺を認
めた．歯周初期治療後，残存歯を保存したいという
患者の訴えを鑑みて抜歯を回避し，上顎には一部を
残根上とするコーヌステレスコープ義歯，下顎はリ
ジットサポートに基づく設計のクラスプ義歯を装
着した． 
 
Ⅱ．  経過ならびに考察 
 残根として処置した上顎左側側切歯および中切

歯は 3 年経過後に抜歯となった．それ以外の支台歯
は 4 年経過した現在も歯周組織の状態は安定してお
り，補綴装置も問題なく機能している．装着時に動
揺が見られた支台歯が良好な経過に推移した背景
として，リジットサポートによる二次固定効果およ
び咬合面のワンユニット化による咬合力の分散が
獲得されたこと，定期的なリコールを行っているこ
とが考えられる．動揺のある残存歯を含めた口腔内
組織の保全と安定した口腔環境の確立により，QOL
の向上がもたらされたと考えられる． 
 
Ⅲ．  結論 
 リジットサポートの原則に従って設計，装着した
可綴性補綴装置により，良好な予後が得られた．補
綴治療における診断と設計，さらにリコールの重要
性が示唆された． 
 

 

 

 可綴性補綴装置によって QOL 向上を図った 1 症例 

 永田浩司 
 東京医科歯科大学歯学部附属病院回復系診療科義歯外来 

 

 A clinical case report of improving QOL with removable partial dentures

 Nagata K

 Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Medical and Dental University

Ⅰ. 緒言 
 高齢者では残存歯の高度な咬耗による咬合高径
の低下を認めることが多い．このような症例では補
綴装置による咬合の回復とその維持が重要である． 
Ⅱ. 症例の概要 
 患者は初診時 76 歳の男性で，平成 17 年 7 月 4 日
に義歯破損と右側咬筋の筋痛を主訴に来院した． 
７６５ ６７部分床義歯は約 2年前に製作したが欠
損部顎堤頂から破折していた．また，残存歯は高度
に咬耗しており，咬合高径の低下を認めた．右側咬
筋には触診による軽度の圧痛を認めた． 
Ⅲ. 治療内容 
 前歯部に切縁レストを付与した暫間義歯を製作し咬
合挙上を試みた．暫間義歯の調整中に筋痛は消失し，同
じ顎位での義歯製作へ移行した．残存歯の清掃性の向上
と義歯の維持力確保のため，前処置として４ ５にロン

グコーピングを装着した．製作した金属構造義歯は患者
の発音への不安を考慮して舌側の床形態を縮小した形
態とした．また，審美性に配慮して前歯部の切縁レスト
は歯冠色硬質レジンの築盛を行った．  
Ⅳ. 経過と考察 
 金属構造義歯の装着から 4年 9ヶ月経過した現在に至
るまで，筋痛の再発は認められず，義歯破折もない． 
 義歯装着後，2 年 10 ヶ月後に３ ワイヤークラスプが
破損したが，維持力は十分であったため形態修正のみを
行い経過観察とした．3年 7ヶ月後に義歯の沈下を認め，
リラインと切縁レストの適合を改善した．義歯装着から
約５年が経過したが，残存歯の咬耗の進行や切縁レスト
部分の摩耗が認められたが，残存歯の歯周炎の進行や咬
合関係，顎位の変化は認められなかった．今後も顎機能
や咬耗，摩耗による咬合状態の変化に対する残存歯と義
歯のメインテナンスが必要であると考える． 

 
 

 

 金属構造義歯により低位咬合に対応した症例 

 奥野典子 
 鶴見大学歯学部 高齢者歯科学講座 

 

 A Case Report of Metal-structured Denture for Infraocclusion by Attrition

 Okuno N

 
Department of Geriatric Dentistry,

Tsurumi University School of Dental Medicine
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一般口演
東京支部

1．

2．

10

Harmful effect of the habitual first stroke of mastication to stomatognathic system

Part2 Accumurated force in the habitual stroke of mastication

Ishihata N, Ishihata K, Igarasi Y
Removable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University
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Use of a Pullulan Capsule for Direct Composit Resin Technique of Pontic. 

Yamada K1), Ishigami T1,2), Nakabayashi S1,2), Hasegawa M1), Toyoma H1,2), Tsukimura N1,2)

Nagai E1,2), Ohno S1), Azuhata T1), Tsuyumu M1)

1)  Department of Partial Denture Prosthodontics,Nihon University School of Dentistry 

2) Division of Clinical Research,Dental Research Center,Nihon University School of Dentistry  
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Single Edge V-Notch Beam SEVNB
Indentation Fracture IF

Y-TZP

Y-TZP Lava 3M ESPE
w3×t4×L24(mm) SEVNB

ISO6872 1.00mm 20°
R

PL-300 15mm
1.0mm/ IF

JIS R1607
AVK-A

30kgf 15
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KIC SEVNB 14.00± 0.83
(MPa m1/2) IF 7.36±0.42 (MPa m1/2)
SEVNB X

IF
SEVNB

SEVNB

SEVNB IF

Comparative study of fracture toughness on zirconia using SEVNB and IF method. 

Harada K Yokoyama D Shinya A Gomi H Hatano Y Shinya A

The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Tokyo Department of Crown and Bridge
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Effect of single-liquid primers on adhesive bonding to silver-palladium-copper-gold alloy and component

metals

Yamashita M*, Koizumi H*,** Ishii T***, Nakayama D*, Shoji Y****, Yagi T****, Hashiguchi A*****, 

Asano S*, Oshima S*, and Matsumura H*,**

*Department of Fixed Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, **Division of Advanced 
Dental Treatment, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry, *** Juntendo Tokyo Koto 

Geriatric Medical Center, ****Tokai Branch, *****General Practice Residency, Nihon University School of 

Dentistry Dental Hospital
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Long-term shear bond strength between an indirect composite veneering material and zirconium-dioxide 

ceramics

Koizuka M*, Komine F*,**, Kobayashi K*, Fushiki R*, Taguchi K*, Kaneko Y*, Shiono H*, Tanaka H*,
Torizuka K *, Takano K***, Matsumura H*,**

*Department of Fixed Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, **Division of Advanced Dental 

Treatment, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry, ***Tohoku-Hokkaido Branch 

2-methacryloyloxyethyl p
hosphorylcholine(MPC)

Streptococcus mutans

1)
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X
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500 MPC
S.mutans
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1) Kyomoto M, et al(2007) Effect of 2-methacryloyloxye
thyl phosphorylcholine concentration on photo-induced gr
aft polymerization of polyethylene in reducing the wear 
of orthopaedic bearing surface
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1) 2) 3) 4) 4) 1) 2) 4)

3) 2) 1)

1) 2)

3) NPO “ ”4)

Effect of photo-induced graft polymerized MPC coating of PMMA on biofilm accumulation

Takahashi N 1), Inoue Y 2), Morisaki H 3), Hiranuma K 4), Kinoshita T 4), Kotani T 1),Yasuda N 2) 4),  
Igarashi T 3), Ishihara K 2), Baba K 1)

1)Department of Prosthodontics School of Dentistry,Showa University, 2)Department of Bioengineering 

School of Engineering, The University of Tokyo, 3)Department of Oral Microbiology School of 

Dentistry,Showa University, 4)Non-profit Organization “keep your Tooth and Oral Health”
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Development of Simple Method for Measuring the Retention Force of Maxillary Complete 
Denture

Aoyagi K, Sato Y, Kitagawa N, Kim S, Takeuchi S and Okane M
Department of Geriatric Dentistry, Showa University School of Dentistry
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*,** ** **

* **

Randomized Clinical Trial of Treatment for Temporomandibular Disorders 

Haketa T, Kino K, Nishiyama A

*Haketa Dental Office and Clinic, **Department of TMJ and Occlusion, Tokyo Medical and Dental 

University
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Dynamic analysis of denture base underneath tissue in the overdenture supported natural 
tooth and implant  

Nakabayshi S1,2 Ohyama T1,2 Ohtani K1,2 Umekawa Y1,2 Katakura Y Takamura M
Tadokoro S1 Yamanaka D1 Uchida T1 Shibuya N1 Ishigami T1,2

1)Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry

2)Division of Clinical Research, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry
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Stress analysis and histomorphometric evaluation of loaded jawbone

Fujiki K, Aoki K, Wakabayashi N, Ohya K, Igarashi Y

¹ Removable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University, 

² Pharmacology, Department of Hard Tissue Engineering, Graduate School, Tokyo Medical and Dental
University
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ポスター発表
1．

2．

SIMROID

10 10 SIMROID

SIMROID

Development of new patient simulation systems (SIMROID ) for prosthodontic clinical
training

AKIYAMA H, UZUKA S, MIYASHITA W, HARA S, HAMURA A 
The Nippon Dental University Hospital at Tokyo, JAPAN
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Masticatory Rhythm of Chewing Gummy-jelly with Different Degrees of Bitterness

Hashimoto M, Shiga H, Kobayashi Y, Yokoyama M, Watanabe A, Nimura H

The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Tokyo, 
Department of Partial and Complete Denture
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Stress Distribution in Root Restored with Connected Crowns

Okada D, Miura H, Ogura R, Shin C, Yusa K, Komada W, Inagaki T, Okamoto H and Sato M.

Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University
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Association between self assessment of denture and oral health related quality of life with 
complete denture treatment

Komagamine Y, Kanazawa M, Sato Y, Yamaga E, Uchida T, Ando K, Hirano S, Moriyama A, Minakuchi S

Complete Denture Prosthodontics, Graduate school, Tokyo Medical and Dental University  
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